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鳥取市谷地区公民館

OPEN 8:30～17:00（平日） H　P http://chiiki.city.tottori.tottori.jp/tani-1/

T E L 0857-24-1636 SNS

その他 子育て支援センター、デイサービスセンター

自由記述 来館者に対する声掛け、告知放送での呼びかけを心掛ける

12．各種事業等

で連携・協働して

いる団体等

（団体名記述）

幼稚園・保育所 小中学校 高校 大学

企業 NPO 各種団体 行政機関

図書館 博物館 青少年教育施設 その他

谷地区活性化協議会、さつき保育園、国府東小学校、国府中学校、国府地区社会福祉協議会、子育て

支援センターみやこファミリー、国府東校区体育会、谷地区老人クラブ、国府地区婦人会

11．施設の特徴、

魅力

複合施設 図書館 学校 生涯学習センター

ICTの活用 防災 地域学校協働活動 コミュニティ・スクール

ボランティア養成
地域資源を活用した

まちづくり

日本語を母語としない住民

の学び支援
自主夜間中学

10．公民館が実

施している、もしく

は、関わっている取

組・事業の分類

子育て支援 家庭教育支援 子どもの体験活動 子ども食堂

９．公民館運営審議会 あり なし その他 市民自治推進委員会において、運営等について協議。

８．予算 市区町村予算 委託金 自治組織等予算 寄附等 その他

職員のうち社会教育主事有資格者の数 0人 職員のうち社会教育士の数 0人 合計 4人
７．職員数

専任 0人 兼任 0人 非常勤 4人 ボランティア協力者 0人

若者のまちづくり参画 健康づくり 高齢者の学び支援 障害者の学び支援

その他

公民館情報

　

　写真（図表）貼り付け部分
　　●縦型１枚（A4~Ｑ21の範囲）

　

　　　　もしくは

　

　●横型2枚（参考に縦半分のところに点線を入れているが、

　　　　　　　  A4~Ｑ21範囲に収まるのであれば、2枚の

　　　　   写真(図表)サイズ大小は問わない。）

　　　　※様式３-２の「２．取組内容」などと関連した

　　　　　 写真（図表）としてください。

６．来館者数
学級・講座 2100人 貸館、サークル活動 3800人 講演会、展示会等 380人

合計 6,780人

５．運営主体 市町村教育委員会 指定管理者 ○○地区まちづくり協議会 その他

その他 500人 会議等

様式３－1　

　公民館の沿革・年表

・昭和43年　中央公民館建設、中に谷地区公民館併設

・昭和60年７月　新国府町中央公民館建設、元の建物は

「国府町青年婦人会館」と改称、谷地区公民館は存続

・平成３年４月から平成８年11月まで、施設の一部を殿ダム

工事仮事務所として利用

・令和元年８月20日に国府地区保健センターの一部を改修

し、現在地に移転

・令和４年３月　自主映画「傘に愛をこめて　山本徳次郎」

DVD完成、記念上映会開催

 　左図・写真の説明など（PRポイントなども可）

●演技・撮影ワークショップの様子

   令和２年11月、京都から著名な撮影監督を招聘して、高

岡神社で演技・撮影のワークショップを開催した。参加者は実

際にカメラが回る緊張した撮影現場を体験した。

●クランクアップスタッフ集合写真（令和３年11月14日）

   ８月22日のクランクインから土日を中心に全14日間行われ

た撮影の最終日、村祭り・傘踊り奉納と山場のシーンを撮影し

た。撮影終了後は公民館でクランクアップの打ち上げ、スタッフ

一同、地域をあげての成就感に包まれた。

２．建物設置年月日 令和元年８月 ４．来館者のインターネット接続最大端末数 100台

１．公民館対象人口 1376人 ３．来館者のインターネット接続環境 無線ＬＡＮ（Wi-Fi等）

自主映画でまちづくり 鳥取市立谷地区公民

自主映画クランプアップ集合写真

演技・撮影ワークショップ



参考資料等は、本推薦書と併せて添付願います。（Ａ４サイズ2ページ以内）

　谷地区公民館は公民館・子育て支援センター・国府町デイサービスセンター三者の複合施

設であり、子どもから高齢者まで多様な人々が利用しているので、連絡調整し、安心安全な

公民館事業を展開することを大切にしている。また、複合施設のため、修繕、点検、維持業

務も多く、行政機関との迅速な連携強化に努めている。

６．これから公民館をどのようにしていきたいか。次の仕掛けやビジョンなど

●世代間交流の促進

　三者合同の複合施設でもあり、子ども・保護者・デイ通所者がふれあい、学び合える事業

（昔遊び、駄菓子屋、ポン菓子、ちまきづくり交流など）を展開していく。

●地域住民のスタッフ活用

  納涼七夕・公民館まつり、雪合戦などの事業に地域住民でもある保育園・小学生の保護

者をスタッフとして活躍させていきたい。

５．公民館として大切にしていること、大切にしている考え

様式３－２　

１．取組を進めた要因・背景、地域課題、住民ニーズなど

●古代遺産や多くの先人を輩出している谷地区では、谷地区活性化協議会による先人の生き方を学ぶ講座を開催し、こ

れまでに山本徳次郎、川上貞夫を学んできた。令和元年には、「時代を切り拓いた文学者岡田美子まちづくりフォーラム」を

開催、そこで自主映画づくりを通したまちづくりについて示唆された。

●令和元年夏から谷地区の地域活性化に向けた特色ある地域づくり事業として、自主映画制作を通したまちづくりの可能

性について探る事業を展開することとした。

２．取組内容（力を入れている活動、特徴的な活動、地域課題解決の活動、運営の工夫など）

左欄記載内容に関係

する写真（図表）を

貼り付けてください

３．取組による成果や効果

●出演者、スタッフ、協力者、保護者、地域の人々を含めると５００名以上となり、多く

の地域住民が自主映画づくりに関わることができた。

●令和４年３月、コロナ禍で定員２００名とした上映会が満席となった。会場からは

「感動した。涙が出た。」「素人集団がよくやった。」 「国府町に映画の文化が興った。百

年後にも残る。」の声があがった。

●完成した自主映画ＤＶＤ「傘に愛をこめて 山本徳次郎」を市内全地区公民館、

小・中・義務教育学校・高等学校、社会教育・公共施設等に進呈し、教育的活用を

図った。

●自主映画制作を通じて、地域住民一人一人の潜在的な魅力発見につながった。

●参加者を中心として自主活動グループが新たに誕生した。

●地元・国府東小学校の児童が学習発表会等で徳次郎自主映画主題歌を合唱曲と

して愛唱している。

４．取組の検証・改善を行う仕組み・方法

●谷地区活性化協議会の各部専門委員会、総括３部会を中心として取り組みの検証を行っている。

●年度末に各種事業の現状や課題、活動ごとの振り返り、総括を行い、次年度につなげている。

【自主映画でまちづくり（地域資源を活用したまちづくり）】

　令和元年８月、逢坂むらづくり協議会の短編映画の取組を現地視察。10月に自主

映画まちづくり勉強会を立ち上げ、目的、予算、方法、計画についての協議や11月に地

域創生の題材選びのためワークショップを実施した。

　令和２年１月、シンポジウム「因幡の傘踊りの創始者山本徳次郎に学ぶ～地域創

生開拓者：徳次郎について語ろう～」を実施し、３月にワークショップ形式で企画書づく

りを実施。この時に、現代の「村づくり・人づくり」につながる映画を活用したまちづくり計画

を策定した。

　７月に山本徳次郎自主映画制作実行委員会を立ち上げ、制作部、資金部、広報

部の３部制とし、自分たちの手で映画づくりの実現に向けて動き始めた。

　10月シナリオ検討ワークショップ、11月演技・撮影ワークショップなど、８月のクランクイン

までの間に数々のワークショップを開催し、「自分たちでも映画が作れるかもしれない。」と

いう機運が盛り上がった。勉強会やワークショップを重ねていくことで、地域住民がよりよい

ものにしようという一体感を感じることができ、令和3年11月14日クランクアップまで駆け

抜けることができた。

子育て支援の子ども達と交流

○

○

○○

○○○

○○○

「傘に愛をこめて」山本徳次郎上映会

演技・撮影ワークショップ

自主映画づくり勉強会

公民館まつりで交流


